
5．自治会、団地社協、民生委員の一体化   

孤独死の課題という「深＜、広＜、地域住民相互の取り組み」を展開するに際して、   

その地区をささえている自治会、団地社協、民生委員の一体感でもって対応すること  

が不可欠となります。   

この三団体の役員をそれぞれ兼任することにより、共通の理解を深め、課題についてチ  

ャしツジしたほか、他の事業活動の活性化を図ることにもなりました。このことは地域住  

民の信用と安心を高めることにもなっています。  

6．孤独死対策は地域福祉の究極の課題   

一般的に「死」tこついては、僧侶とか葬儀屋さんの領域であり、個人の問題として  

捉えています。ガ、孤独死の課題岸取り組むことにより→・「孤独死の課題を地域福祉の究  

極鱒課題」として捉えました。いわば死は生のカガ≡であるという視点  

に立つということの重要性を改めて再確言忍できました。  

7．あいさつ推進標語を普及   

孤独死やその予備軍をなくするには、つきつめて学んだことは、「あいさつ」すると  

いう生活習慣を身tこつけることを改めて知りました。なんといっても、人生の幸せづ＜  

りは「おいさつに始まってあいさつで終わる」ことを再認識できました。やはり「あ  

いさうは孤独死ゼdの箋一歩」を実感しました。「あいさつ」「感謝」「ささえあし＼」は  

福祉の心でまちづ＜りに通じることも理解できました。  

8．マスコミ関係者の理解と協力   

常盤平団地ガ地域＜るみで孤独死の課矧こ次々と挑み、孤独死に適切に対応。その都  

度、新聞、テしビ ラジオか5各種の雑誌、会報に至るまで、この課題が取り上げらま  

した。まさに私たちへの“応援団”の役割を果たしていただきました。全国にこの取り  

組みガ広がったものも、あるいは厚労省に私たちの声が届いて、同省ガこのりトビラ”  

を開＜契機となっ存のも「報道の歩かげ」です。いまでは単行本の分野lこまで広がリを  

示すことになっています。  
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9．講演、．事例報告も相次く   

3年前か5、孤独死の取り組みについて、講演、事例報告の要請ガ相次ぎ、まった＜  

想定外のことでした。その要請は札幌から北九州まで、各地か5寄せ5れています。こ  

の要請は厚労省の「勉強会」「推進会議」か5も寄せ5れ、可能な限り、要請に応え  

てきました．。   

これからもさらに「あ招き」を受けることになるでしょう。  

10．教育の分野か5も注目  

孤独死の課題は、いまでは教育の分野からも注目されています。文科省が今年、聖徳   

大学tこ対して、「孤独死について調査研究」を委託しました。江戸川大学福祉専門学校、 ′   

淑徳大学、日本女子大学で「授業の一環」として「中沢講演」を実施しました。  

社会福祉科等の学生の問でこの孤独死の課題ガ関心を呼ぶようになっています。  

ここでも「死は生のカガミ」を証明しているといえるでしょう。   

以上、大きな成果として10項目についてまとめました。いずれにせよ「地域がまと  

まって努力」した成果です。それを「地域力」というな5、地域力を強めることにより  

孤独死の課題も含め、地域福祉の全般的な推進と自治会活動及びコ≡ユティの再生につ  

いても有効に実りあるものにすることガできることを実感しました。  

「孤独死ゼロ作戦」が全国的に広がりをもって注目されている中、阪急⊃ミニユケーシ  

ョツズか5孤独死の単行本‘『ひとり団地の一室で…』ガ発刊されました。この本の書評  

ガ日本経済新聞と「赤旗」に掲載されました。   

このほか話の泉社から単行本『孤独死ゼロ作戦 中沢講話集』、平凡社から『孤独死の  

単行本』ガ発行挙れることになっています○このように単行本の分矧こも孤独死の課題  

ガ広がりを示しています。この11月呈『中央公論』にフリーライター佐々木と＜子さ  

んによる「孤独死の大量発生が止まらない」をテ「マに8′て－ジにわたり掲載されまし  

た。  

23   
－21－  



今後の取り組み課題  

1．】「孤独死ゼロ作戦」（4つの課題）の推進  

4つの課題のうち、孤独死を発生させる社会的な背衰を踏まえ、孤独死の実態   

把捉に努め、「8つの対策」のそれぞれの項目ごとの課題について積極的に取り組み  

ます。  

そして、「死は生のカガミ」という視点に立って「いきいき人生の啓発」の課題を  

地域＜るみで推進するように、全力で取り組みます。  

2．「10】頁目の成果」をさらに発展  

「10項自」の成果ついて、それぞれの継続と発展に努めます。  

3．地域包括支援セッターの事業と連i莞強化  

介護予防に欠かせないのガ地域包括支援センターによる事業です。地域内の在宅   

介護支援セッターと連携を深め推進します。  

4． 「みんなで考え、みんなで歩お」視点を重視  

「ひとりはみんなのためtこ、みんなはひとりために」という地域にあける「ささえ  

あし′＼」「助けあし＼」の関係を深め、「思いやり福祉の心でまちづ＜リ」に努めます。 

その第一歩はまず「あいさつの推進」か5。これを地域福祉の原点と捉え、積極白引こ  

奨励します。  

5．行政と市社協、団地社協の協働  

黒の「地域福祉支援計画」、松戸市の「地域福祉計画」松戸市社会福祉協議会の   

「地域福祉活動計画」（第三次）を踏まえ、協働の関係を重視します。   

（次ページか5関係資料）  
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二∴二⊥  

（1）孤独死を発生させる社会的状況を見極める（4項目）  

（オ孤独死の実態把握（3項目）  

（訃5つの対策（8項目）  

（4）いきいき人生への啓蒙、啓発（12項目）  
（再掲）25   



常盤平団地  

1．団地のベランダは家庭のカガミ  

①洗濯物の有無で判断  

（参物干しにより、子どものいる家庭か、二人（夫婦・親子）世帯か、  

ひとり暮らし世帯か判断できる   

（∋長い間、洗濯物を干していないと要注意   

（む「要注意」のベランダに「訪問」・「電話」などで安否確認を  

2．郵便受けが「不在軍」を証明   

①郵便受けにチラシや新聞がたまっているポストは長期不在か、  

寝たきりであるか、要注意   

（彰ポストが常にアイているところは心配なし  

③チラシがたまっているポスト宅に声をかけてみる。または、最寄り  

の民生・児童委員に連絡  

3，「賓だと思ったら」「異変に気づいたら」団地 

社協または「孤独死110番」へ連絡  

4．見守りに限らず「あいさつ」「声かけ」を実行  

5・市からの要請宅、ひとり暮らし宅、周っている   

家庭に対して、「見守り」「訪問」「電話」をか  

けるなどして安否を確認  
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平成18．1．1～1乙31（2006年）  （警察別）  

男  性  計   

松戸署  松戸東署  松戸署  松戸東署  松戸署    松戸東署 合 計   

0   0   1  2   

0   7   0   0   0  7  7   

5   2   0   6  Z  8   

7   7   口   8  8  16   

3   6   2   5  7  12   

3   5   2   4  7  11   

2 4   5   5  7  12   

0   2  1  3   

O O 0   0   0  1   

0   0   0   0   0  0  0   

21   30   10   32  40  72   

194   106   114   60   308  166  474   

年齢階層  

50～54歳  

55～59歳  

60～64歳  

65～69歳  

70～74歳  

75～79歳  

80～84歳  

85～89歳  

90～94歳  

95歳以上  

合  計  

全体数  

男  性  女  性  計   

松戸署  松戸東署  松戸署  松戸棄署  松戸署    松戸東署 合 計   

46   13   16   15   62  28  90   

43   25   17   10   60  35  95   

50   17   21   14   71  31  102   

21   30   10   32  40  72   

平成15年  

勾  平成16年  

平成17年  

平成18年   

マスコミ報道はもとより厚労省が今年度から孤独死について「孤立死防止推  

進事業」を全国的に推進しています。この「孤独死対策」の普遍化により、松戸市  
がこのほど公嘉したデータによると、「初めてその数が減少」していることが明  

プレス発表して  らかになりました。松戸市と常盤平田他地区杜協が5月18日  

それを公表しました。   

昨
年
よ
り
3
0
％
減
少
 
 

孤
独
死
の
「
ゼ
ロ
作
戦
」
1
 
 

松
戸
市
内
で
取
り
組
ん
で
い
 
 

る
「
孤
独
死
ゼ
ロ
作
戦
」
が
全
 
 

国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

松
戸
市
健
康
福
祉
本
部
の
 
 

栗
岡
を
受
け
、
松
戸
警
察
・
同
 
 

東
警
察
の
両
署
に
よ
る
平
成
 
 

1
8
年
「
市
内
の
孤
独
死
人
数
」
 
 

が
こ
の
ほ
ど
公
蓑
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

初
の
減
少
傾
向
 
 
 

こ
の
デ
ー
タ
は
平
成
1
5
年
 
 

か
ら
確
年
、
公
衆
さ
れ
て
い
る
 
 

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
過
 
 

去
3
回
連
続
し
て
孤
独
死
が
 
 

漸
増
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
 
 

1
8
年
に
は
初
め
て
孤
独
死
の
 
 

数
が
3
0
％
も
減
少
し
ま
し
た
。
 
 
 

特
m
5
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
 
 

の
い
わ
ゆ
る
「
中
年
層
」
の
孤
 
 

独
死
が
大
幅
に
減
少
し
た
の
 
 

が
特
徴
で
す
。
 
 
 

ま
だ
働
き
盛
り
の
中
年
孤
 
 

独
死
の
減
少
は
「
い
い
傾
向
」
 
 

で
す
。
 
 

そ
の
減
少
の
要
因
と
し
て
 
 

考
え
ら
れ
る
の
は
、
新
聞
、
テ
 
 

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
排
紙
等
の
メ
 
 

デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
り
、
孤
独
 
 

死
対
策
が
報
じ
ら
れ
、
厚
労
省
 
 

も
今
年
度
か
ら
こ
の
「
孤
立
死
 
 

防
止
推
進
事
業
」
を
全
国
的
に
 
 

展
開
。
そ
の
結
果
、
孤
独
死
の
 
 

対
策
が
一
般
的
に
知
れ
渡
り
、
 
 

中
年
層
の
「
自
己
防
衛
策
」
が
 
 

普
及
し
た
の
が
要
因
と
み
ら
 
 

れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

も
し
、
中
年
層
の
r
自
己
防
 
 

緬
策
」
が
功
を
奏
し
た
こ
と
で
 
 

あ
る
な
ら
、
全
国
的
に
も
同
じ
 
 

こ
と
が
い
え
る
こ
と
に
な
り
 
 

ま
す
。
 
 
 

デ
ー
タ
は
全
国
初
 
 

松
戸
市
で
は
こ
の
間
魁
を
 
 

緒
計
両
の
中
に
盛
り
込
み
、
5
0
 
 

歳
か
ら
そ
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
 
 

公
表
ご
」
れ
は
全
国
で
初
め
て
 
 

の
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
 
 

て
い
ま
す
。
 
 
 

鈴
木
貞
夫
健
康
福
祉
本
部
 
 

長
の
詩
、
「
孤
独
死
の
課
闊
が
 
 

全
国
的
に
広
が
り
、
い
ま
で
は
 
 

中
・
高
齢
者
対
象
の
福
祉
対
策
 
 

に
欠
か
せ
な
い
裸
題
と
な
っ
 
 

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
 
 

雨
笹
察
審
の
ご
協
力
に
よ
り
、
 
 

毎
年
、
孤
独
死
の
デ
ー
タ
を
公
 
 

表
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
1
8
年
 
 

に
至
り
、
そ
の
数
が
大
幅
に
減
 
 

少
し
た
こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し
 
 

い
限
り
で
す
」
 
 
 

孤独死が年々増加していると思いきや、平成18年は、その前の  

「102」より約30％も孤独死が減少して注目されましたご一松戸社協  

の会報ほつど社協だより』もこれを報道しました。  

29  
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中沢理事の「講演」「事例報告」の開催日程  

下記は平成19年度の9月か5の「講演」または「「事例報告」です。  

（平成19年11月31日現在）  

江戸川大学総合福祉専門学校（公開講座兼ね）  

船橋市中央公民館   

白井市役所  

神戸文化ホール  

厚生労働省「これか5の地域福祉のあり方に関する研究会」  

参考人発言（中沢卓実）  

日本女子大学（授業の「環）  

1．9月22日（士）   

2．10月17日（水）   

3．10月21日（日）  

4．11月7日（水）   

5．11月9日（金）  

6．11月1∈i日（釜）  

7．12月24日（士）私学会館（孤独死を考えるシンポジウム）   

8．12月11日（火）厚生労働省  ．・  

「高齢者等か一人でも安心して亭5せるコ≡ユニティーづ＜り推進会議」   

9．12月117日（月）干葉県社会福祉協議会によるシンポジウム  

（パネリスト中沢卓実）  

10．12月2！1日（釜）淑徳大学（授業の一環）   

11．2日1日（金）東京23区研修所  

12．2月2日（土）名古屋シンポジウム」－  

－13 2月16日（土）北九州市保健福祉局（14‥00～）  

笹3月14モ〕（金）君津而公民館（午前講演、午後分科会）  

15．4月19日（土）愛知県安城而（講演会）  

＼1‡   ■  30   



高齢化が急速に進むなか、高齢者はもとより中高年にも「孤独死」が発  
見され、大きな社会問題となってきています。こうしたなかで、常盤平団  

地の「孤独死ゼロ作戦」は、命の尊さを大切にする5吉動として全匡l的に知  
られる先進的な取り組みとなっております。その詳細を単行本として世に  
出す意義は大きいと考えます。  

は
じ
め
に
 
 
 

第
〓
早
 
孤
独
死
ゼ
ロ
作
戦
 
 

－
－
1
四
つ
の
課
題
 
 
 

第
〓
章
 
孤
独
死
対
策
に
お
け
る
 
 

関
連
図
と
課
題
 
 
 

第
三
章
 
孤
独
死
対
策
の
実
践
報
告
 
 
 

第
四
章
 
ど
う
死
ぬ
か
、
そ
れ
は
 
 

ど
う
生
き
る
か
 
 
 

第
玉
章
 
常
盤
平
団
地
か
ら
学
ぶ
も
の
 
 
 

最
終
章
 
い
の
ち
を
見
つ
め
て
 
 

－
 
詩
の
朗
読
 
 
 

あ
と
が
き
 
 

半り形●A5判  

予価●1300円＋税  

＊お問い合わせは「本の泉社」  
〒113－0033東京都文京区本郷2－25－6  
鴨LO3－5800－8494FAXO3－5800－5353  
URL：http：′′www．honnoizumi．co．jp  

○さ年2月発行予定J事前予約lさFAXで  
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12月2日（日曜日）  2007年（平成19年）  宣  漂斤′  

誰
に
も
み
と
ら
れ
ず
亡
く
な
っ
た
男
性
人
望
が
、
白
芙
体
で
三
年
後
に
見
つ
か
 
 

っ
た
の
を
機
に
、
松
戸
市
の
墓
平
団
地
で
始
ま
っ
た
孤
独
死
防
止
対
策
の
習
組
み
 
 

が
五
年
た
っ
た
。
団
地
自
治
会
と
団
地
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
さ
喜
ま
な
「
孤
 
 

独
死
ゼ
ロ
作
戦
」
′
を
展
開
D
今
年
四
月
に
は
、
皆
が
集
え
る
施
設
「
い
き
い
き
苫
 
 

（
川
田
栄
）
 
 

男
性
が
白
骨
死
体
で
見
つ
 
 

か
っ
た
の
は
二
〇
〇
一
年
 

春
、
ま
だ
五
十
九
歳
だ
っ
 
 

た
。
家
賃
や
光
熱
費
が
預
金
 
 

口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
 
 

お
り
、
近
所
付
き
合
い
も
な
 
 

く
誰
も
異
変
に
気
づ
か
な
か
 
 

っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
毒
後
 
 

に
は
、
五
十
七
歳
の
男
性
が
 
 

死
後
四
カ
月
で
1
と
∵
孤
独
 
 

か
ら
孤
独
死
問
題
に
取
り
組
 
 

ん
だ
。
＝
▽
緊
急
通
報
体
制
 
 

孟
独
璽
「
○
琶
∇
層
 
 

住
者
の
屡
を
連
絡
書
紆
 
 

東
販
売
店
と
の
協
定
▽
高
儀
 
 

予
算
世
帯
が
緊
急
連
絡
 
 

尭
を
記
入
す
る
「
あ
ん
し
ん
 
 

壷
録
カ
ー
ド
」
▽
「
ま
っ
ど
 
 

孤
独
死
予
防
セ
ン
タ
辻
設
 
 

置
1
な
ど
を
展
開
心
で
き
 
 

た
。
 
 

そ
の
一
環
と
し
て
、
．
↓
 
 

き
こ
も
り
が
ち
な
人
た
ち
 
 

区
社
協
は
、
〇
二
年
五
月
 
 

相
次
い
だ
。
 
 

撃
を
受
け
た
自
治
会
と
 
 
 

ロン」犀日、30人利用  
地
域
参
加
の
き
っ
か
け
に
な
 
 

る
場
所
に
」
と
、
開
設
さ
れ
 
 

た
の
が
「
い
き
い
き
サ
ロ
 
 

ン
」
。
団
地
内
の
空
き
店
舗
 
 

を
都
市
再
生
機
構
か
ら
借
 
 

り
、
二
階
建
て
の
う
ち
の
一
 
 

階
を
喫
茶
店
夙
に
し
、
聖
土
 
 

の
二
階
は
会
合
や
サ
ー
ク
ル
 
 

活
動
に
開
放
し
て
い
る
。
 
 
 

ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
を
戯
 
 

け
た
遍
で
は
、
轟
か
に
音
 
 

楽
が
流
れ
る
中
で
利
用
者
た
 
 

ち
が
く
つ
ろ
い
で
い
る
。
百
 
 

円
の
入
室
料
で
コ
ー
ヒ
ー
と
 
 

紅
茶
、
緑
茶
、
昆
布
茶
の
サ
 
 

ー
ビ
ス
が
何
度
で
む
無
料
で
 
 

受
け
ら
れ
、
弁
当
の
持
ち
込
 
 

み
も
自
由
。
菖
楽
会
な
ど
の
 
 

催
し
も
開
け
る
。
 
 

利
用
者
の
世
話
を
し
て
い
 
 

る
の
が
、
自
治
会
と
地
区
社
 
 

協
役
員
の
村
沢
明
子
さ
ん
 
 

（
六
邑
や
白
川
久
江
さ
ん
（
六
一
千
 
 

ら
。
二
人
は
「
当
初
は
押
し
 
 

黙
っ
た
ま
ま
の
利
用
者
も
、
 
 

何
回
か
来
る
う
ち
に
表
情
が
 
 

明
る
く
な
り
、
話
し
掛
け
て
 
 

く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
苛
 
 

ロ
ン
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
 
 

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
 
 

す
」
と
笑
顔
で
話
す
。
 
 
 

男
性
は
単
独
で
、
女
性
は
 
 

グ
ル
ー
プ
で
訪
れ
る
傾
向
が
 
 

あ
る
と
い
l
つ
。
常
連
客
が
多
 
 

く
、
二
人
は
「
ま
だ
、
利
用
 
 

し
た
こ
と
が
な
い
人
は
気
軽
 
 

な
気
持
ち
で
立
ち
寄
っ
て
く
 
 

だ
き
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。
 
 

多くなろたとLiう常盤平団地  

一
カ
月
に
二
十
回
ほ
ど
訪
 
 

れ
る
と
い
う
菅
原
修
さ
ん
 
 

字
音
「
い
つ
も
蒜
間
ぐ
 
 

ら
い
は
過
ご
し
て
い
る
。
知
 
 

ら
な
い
人
で
も
席
を
隣
り
合
 
 

わ
せ
る
と
会
話
を
す
る
よ
う
 
 

に
な
り
、
こ
こ
で
友
達
に
な
 
 

っ
た
人
も
い
る
。
心
の
触
れ
 

合
い
が
で
き
、
精
神
的
に
癒
 
 

や
さ
れ
る
」
と
、
サ
ロ
ン
の
 
 

開
設
を
高
く
評
価
。
 
 
 

自
治
会
長
の
中
沢
卓
実
さ
 
 

ん
（
七
三
呂
「
孤
独
死
防
止
の
 
 

取
り
組
み
の
講
演
依
頼
が
各
 
 

地
か
ら
あ
り
、
常
盤
平
団
地
 
 

が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
 
 

る
」
と
話
す
。
十
日
午
後
二
 
 

暗
か
ら
は
常
盤
平
市
民
セ
ッ
 
 

タ
ー
で
〓
孤
独
死
ゼ
ロ
作
 
 

戦
L
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
 
 

ム
」
が
予
定
さ
れ
、
中
沢
き
 
 

ん
が
「
孤
独
死
の
取
り
組
み
 
 

五
年
間
の
総
括
」
と
い
う
題
 
 

で
基
調
璧
ロ
す
る
。
 
 

1
9
6
0
年
か
ら
入
居
が
始
 
ま
っ
た
。
5
3
0
0
戸
余
り
 
 

が
整
備
さ
れ
、
若
い
夫
婦
の
 
 

い
た
入
居
者
も
現
在
は
9
0
 
 

0
α
人
ほ
ど
。
6
5
歳
以
上
の
 
 

嵩
齢
吾
が
ゼ
ロ
の
時
期
も
あ
 
 

っ
た
が
ハ
今
は
約
3
0
％
。
中
 
 

高
年
の
夫
婦
や
独
り
暮
ら
し
 
 

の
世
層
潮
目
立
つ
よ
う
に
な
 
 

、
つ
た
。
・
 
 
 

常
盤
平
田
甲
 
 

大
規
模
住
宅
団
地
 
 

の
先
駆
け
と
し
て
 
 

し
活
気
づ
い
 
 

2  



東京都監察医務院  

監察医長 小島原措直  
「孤独死」の実態  

平劇6年単身者鳩宅内での死亡 

年齢階層別  
（人）  
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発見状況  

邑電話応答なし   

口無断欠勤・予約不履行   

国異臭で不審   

固不（蕃）昔・電気機器等   

の付け放し  
回配達物の停滞   

国その他  

45％  

その他  

8％  3％  異臭で不審  

配達物の停滞 不（審）音一電気株券等の付け放し  

発見までの日数  
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